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し
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・
3
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ボ
ü
ル
︶

岡
本
　
　
蘭
︵
勝
央
ボ
ü
イ

ズ
︶

【
第
36
回
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

特
別
功
労
賞

有
国
　
昭
彦

功
労
賞

福
島
　
秀
昭

優
秀
選
手
賞

忠
政
　
美
樹
︵
剣
道
︶

優
良
団
体
賞

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
　
植
月
支
部

特
別
賞

森
永
　
　
響
︵
な
ぎ
な
た
︶

神
田
　
絢
音
︵
サ
Ã
カ
ü
︶

金
時
祭
の
式
典
で
 ﹁
金

太
郎
賞
﹂
﹁
ス
ポ
ü
ツ
賞
﹂

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

﹁
金
太
郎
賞
﹂
は
 
平
素

か
ら
体
力
づ
く
り
に
励
み
 

心
身
と
も
に
健
や
か
な
ス

ポ
ü
ツ
少
年
団
員
に
町
が
贈

る
賞
で
す
 

﹁
ス
ポ
ü
ツ
賞
﹂
は
 
ス

ポ
ü
ツ
振
興
に
功
績
が
あ
c

た
人
や
団
体
 
ま
た
 
国
際

的
・
全
国
的
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
人
や
団
体
に

体
育
協
会
が
贈
る
賞
で
す
 

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
 

︵
敬
称
略
︶

【
第
42
回
金
太
郎
賞
】

根
本
　
菜
羽
︵
柔
道
︶

笠
尾
　
祐
葵
︵
剣
道
︶

森
永
　
　
響
︵
な
ぎ
な
た
︶

常
藤
　
陸
人
︵
少
林
寺
拳
法
︶

福
田
　
純
矢
︵
空
手
道
︶

小
津
野
悠
真
︵
勝
間
田
サ
Ã

カ
ü
︶

佐
古
　
桔
平
︵
植
月
サ
Ã

カ
ü
︶

松
尾
健
太
郎
︵
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｆ
Ｃ
︶

新
免
り
せ
は
︵
勝
間
田
ミ
ニ

バ
ス
ケ
Ã
ト
ボ
ü
ル
︶

久
保
　
柑
奈
︵
Ｊ
ｒ
バ
レ
ü

第
３７
回
勝
央
町
金
時
祭
が
 
１０
月
７
日
に
勝

央
文
化
ホ
ü
ル
及
び
図
書
館
周
辺
を
会
場
に
行

わ
れ
 ﹁
ほ
い
け
ん
た
﹂
や
﹁
ね
づ
c
ち
﹂
の

お
笑
い
ス
テ
ü
ジ
 
勝
央
金
時
太
鼓
 
き
ん
と

く
ん
サ
ン
バ
コ
ン
テ
ス
ト
 
ふ
る
さ
と
総
踊
り
 

餅
投
げ
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
 

さ
ら
に
 
祭
会
場
に
は
ふ
る
さ
と
屋
台
村
や

特
産
品
村
が
並
び
 
町
内
外
か
ら
足
を
運
ん
だ

大
勢
の
人
が
 
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
 ま

た
 
台
風
２５
号
の
影
響
で
延
期
と
な
c
た

金
時
花
火
大
会
も
７
日
夜
に
行
わ
れ
 
約
３，

０
０
０
発
の
花
火
が
秋
の
夜
空
を
彩
り
 
祭
の

フ
£
ナ
ü
レ
を
飾
り
ま
し
た
 

な
お
 
６
日
に
ノ
ü
ス
ヴ
£
レ
Ã
ジ
で
開
催

予
定
だ
c
た
﹁
シ
ç
ウ
オ
ウ
ウ
§
ü
ブ
﹂
は
台

風
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
 

祭
の
よ
う
す
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
 

第37回

勝央町金時祭
第37回

勝央町金時祭
▼
写
真
説
明

①
金
時
オ
ü
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ü
ド

②
幼
稚
園
児
に
よ
る
き
ん
と
く
ん
サ
ン
バ

③
き
ん
と
く
ん
サ
ン
バ
コ
ン
テ
ス
ト

④
ふ
る
さ
と
総
踊
り

⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

⑥
ウ
エ
ル
カ
ム
演
奏

⑦
ほ
い
け
ん
た
・
ね
づ
c
ち
の
ス
テ
ü
ジ

⑧
ね
づ
c
ち
︵
観
客
に
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
︶

⑨
ほ
い
け
ん
た
︵
観
客
席
で
も
の
ま
ね
披
露
︶

⑩
な
の
は
な
フ
¡
ミ
リ
ü

⑪
⑫
勝
央
金
時
太
鼓

⑬
⑭
表
彰
式

⑬

⑦

②

⑨ ⑧

①

④ ③

⑥ ⑤

⑭

⑩

⑪

⑫

第３７回勝央町金時祭の会場で下記の義援金
をお寄せいただきました。
・平成３０年７月豪雨岡山県災害義援金
・平成３０年北海道胆振東部地震災害義援金
募金総額１２３，０３０円
皆さまの温かいご支援、ありがとうござい
ました。
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あ
れ
れこ

まちの話題

あ
れ
れこ

まちの話題

45

１０
月
４
日
 
勝
央
北
小
学
校

の
角
土
俵
で
 
第
１１
回
角
力
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

角
土
俵
は
１
５
１
２
年
頃
に

日
吉
神
社
︵
日
吉
山
王
宮
︶
が

今
の
場
所
に
遷
座
さ
れ
た
際
 

角
力
で
一
族
の
士
気
を
高
め
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
 

開
会
後
 
初
め
て
の
相
撲
と

な
る
１
年
生
が
自
分
で
作
c
た

渾
身
の
化
粧
ま
わ
し
を
土
俵
上

で
元
気
よ
く
披
露
し
ま
し
た
 

そ
の
後
 
学
年
別
の
紅
白
戦

に
移
り
 
子
ど
も
た
ち
は
ま
わ

し
の
よ
う
な
も
の
を
身
に
付

け
 
土
俵
で
一
対
一
の
真
剣
な

取
り
組
み
に
臨
み
 
接
戦
が
続

き
ま
し
た
 

ま
た
 
取
り
組
み
が
な
い
時

は
 
子
ど
も
た
ち
は
応
援
席
で

﹁
紅
組
 
﹂﹁
白
組
 
﹂
と
声
援

を
送
c
て
い
て
 
活
気
の
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
 

歴
史
あ
る
角
土
俵
で
真
剣
勝
負
！

勝
央
北
小
学
校
角
力

す
も
う

大
会

▲
体
を
ぶ
つ
け
合
い
 
相
撲
に
取
り
組
む
よ
う
す

講
習
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
▼

受賞した岸本さん

▲受賞した水田さん（左）と勝央北小学校（右）

１０
月
２３
日
 
岡
山
県
庁
で
 ﹁
第
５１

回
岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰
﹂
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
 
岸
本
圭
介
さ
ん
が

土
地
改
良
部
門
の
農
林
水
産
部
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
 

岸
本
さ
ん
は
 
国

営
事
業
で
開
拓
造
成

さ
れ
た
美
作
台
地
の

管
理
を
行
う
勝
英
土

地
改
良
区
の
理
事
長

に
平
成
２５
年
に
就
任

さ
れ
 
先
頭
に
立
c
て
水
利
施
設
の
確

保
や
農
地
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
 

ま
た
 
農
業
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
に
伴
い
 
新
規
就
農
者
確
保
な

ど
の
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
﹁
み
ま

さ
か
台
地
営
農
推
進
会
議
﹂
の
議
長
と

し
て
運
営
を
行
い
 
そ
の
他
に
も
農
業

委
員
や
町
議
会
議
員
な
ど
も
歴
任
さ
れ

ま
し
た
 

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
 
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
 

美
作
台
地
の
農
地
整
備
に
尽
力

岸
本
　
圭
介
さ
ん
（
畑
　
屋
）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て交

通
安
全
講
習
会

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
の

９
月
２７
日
 
公
民
館
で
 
交
通
安
全
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

講
習
会
で
は
 
美
作
警
察
署

交
通
課
長
に
よ
る
交
通
事
故
の

発
生
状
況
や
原
因
 
事
故
防
止

の
注
意
点
の
講
習
や
 
交
通
安

全
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
が
あ

り
 
参
加
者
の
交
通
安
全
の
意

識
が
高
ま
c
た
よ
う
す
で
し

た
 ま

た
同
日
 
美
作
警
察
署
で
 

交
通
安
全
に
従
事
す
る
団
体
や

ド
ラ
イ
バ
ü
に
対
す
る
表
彰
式

が
行
わ
れ
 
町
か
ら
は
水
田
周
二
さ
ん

︵
田
井
︶
と
勝
央
北
小
学
校
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
 

９
月
１７
日
 
町
内
５
地
区
の
会

場
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
 会

で
は
 
各
地
区
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
 
歌

謡
シ
ç
ü
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
あ
り
 
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
 敬

老
会

１０
月
３
日
 
町
内
保
育
園
で
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

雨
天
の
た
め
 
当
初
の
日
程
を
延

期
し
て
の
開
催
で
し
た
が
 
園
児
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
楽
し
く
取

り
組
み
 
会
場
か
ら
は
声
援
や
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
 

元
気
い
っ
ぱ
い
の

運
動
会
！

町
内
保
育
園
運
動
会

勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区勝間田地区 植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区植月地区

吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区吉野地区 高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区高取地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区古吉野地区

勝間田地区 植月地区

吉野地区 高取地区古吉野地区

高取保育園

吉野保育園

勝間田保育園

植月保育園

古吉野保育園

高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園高取保育園

吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園吉野保育園

勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園勝間田保育園

植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園植月保育園

古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園古吉野保育園

高取保育園

吉野保育園

勝間田保育園

植月保育園

古吉野保育園
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（敬称略）
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）

※12月で満1歳になる、お子さんの写真を

　募集しています。写真と40字以内のメッ

　セージを添えて11月5日㈪までに勝央町

　役場総務部へ送付してください。

　なお、勝央町に住民登録をしている人に

　限ります。

今月満１歳になるお子さんです。

（誕生日順）笑 顔

子どもは町の宝子どもは町の宝
いつまでもこの町を愛してください。
また、広報紙に顔を出してね。

◇
平
成
３０
年
秋
季
友
好
空
手
道

親
善
大
会
（
９
／
１７
鳥
取
県

立
武
道
館
）

︵
小
３
・
４
年

６
級
 
３
級
男
子
組
手
の
部
︶

第
３
位
　
田
村
　
亮
輔

︵
一
般
男
子
４０
歳
未
満
組
手
の
部
︶

準
優
勝
　
福
田
　
洋
平

︵
一
般
男
子
４０
歳
以
上
組
手
の
部
︶

優
　
勝
　
黒
籔
　
朗
生

◇

美
作
市
・
西
粟
倉
村
親
睦
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
１０
／
６
作
東

Ｂ
＆
Ｇ
）

第
３
位
　
勝
央
ジ
å
ニ
ア
バ
レ
ü

ボ
ü
ル
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

勝
間
田
サ
Ã
カ
ü
少
年
団
は
 

サ
Ã
カ
ü
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
心

身
の
発
達
・
成
長
を
目
的
と
し
活
動

し
て
い
ま
す
 
サ
Ã
カ
ü
を
通
じ
て

子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
行
動
し
 
強

い
自
立
心
を
養
え
る
よ
う
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
 
ま
た
 
集
団
ス
ポ
ü

ツ
で
あ
る
た
め
 
一
緒
に
目
標
に
向

か
う
こ
と
で
 
助
け
合
う
気
持
ち
 

失
敗
を
許
す
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が

で
き
 
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
 

一
緒
に
外
で
お
も
い
c
き
り
走
c

て
ボ
ü
ル
を
蹴
c
て
汗
を
か
き
ま

し
�
う
 

勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
　
Ｆ
Ｃ

植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

勝央町には、現在スポーツ少年団が１１団体あり、子どもたちが元気に活動しています。前号に続き、今回は

サッカーの団体を紹介します。

見学もできますので、お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　勝央町教育委員会教育振興部（社会教育班） ☎３８−１７５３

勝央町スポーツ少年団紹介！（VOL.2）

基本情報
団員人数：３１人（男３０人、女１人） 練習場所：勝間田小学校グラウンド、緑地運動公園
練習日時：火曜・木曜１８時〜２０時（勝間田小学校）、土曜９時〜１２時（緑地運動公園）

﹃
楽
し
く
・
元
気
に
・
自
分
の
た

め
に
！
﹄
究
極
の
個
を
育
て
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
 
そ
の
先
の
勝

利
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
 

少
年
時
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
ス

ポ
ü
ツ
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
で

す
 
サ
Ã
カ
ü
は
自
分
で
考
え
 
失

敗
・
成
功
を
繰
り
返
す
こ
と
で
成
長

し
て
い
き
ま
す
 
そ
の
た
め
に
は

ボ
ü
ル
を
上
手
く
扱
え
る
よ
う
に

し
 
即
座
に
習
得
が
で
き
る
今
が
一

番
大
切
で
す
 

各
々
の
個
性
を
活
か
し
 
日
々
子

ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
し
c
か
り
汗
を

流
し
 
ボ
ü
ル
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
 

最
近
は
町
外
か
ら
通
う
人
も
い
ま

す
 百

聞
は

一
見
に
し

か
ず
！
練

習
体
験
・

見
学
・
途

中
入
団
も

随

時

受

付
！
女
子

選
手
も
大

歓
迎
！

基本情報
団員人数：３０人（男２６人、女４人） 練習場所：旧吉野小学校グラウンド及び体育館、北部運動公園
練習日時：火曜・木曜１９時〜２１時（低学年は２０時３０分まで）※雨天時は体育館、土曜９時30分〜12時※雨天時は中止

﹃
成
長
 
負
け
ず
嫌
い
＋
謙
虚
さ
﹄

今
年
度
は
キ
ã
プ
テ
ン
の
佐
古
桔

平
君
 
副
キ
ã
プ
テ
ン
の
古
谷
嘉
唯

君
の
６
年
生
２
人
が
中
心
と
な
り

チ
ü
ム
を
ま
と
め
て
く
れ
て
い
ま

す
 
ま
た
 
女
子
選
手
が
５
人
と
な

で
し
こ
率
︵
笑
︶
も
高
く
な
c
て
い

ま
す
 

子
ど
も
た
ち
に
は
サ
Ã
カ
ü
の
技

術
だ
け
で
な
く
 
多
く
の
引
き
出
し

を
得
て
そ
こ
か
ら
プ
レ
ü
や
日
々
の

行
動
を
選
べ
る
人
に
な
c
て
ほ
し
い

で
す
 

自
分
を
取
り
巻
く
全
て
の
人
に
感

謝
し
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
を
言
葉
や
行

動
に
で
き
る
よ
う
 
そ
し
て
常
に
自

分
と
向
き
合
い
成
長
し
続
け
る
事

で
 
ま
わ
り
か
ら
﹃
応
援
し
た
い
﹄

と
思
c
て
も
ら
え
る
よ
う
 
日
々
を

楽
し
く
大

切
に
し
て

ほ
し
い
で

す
 

基本情報
団員人数：２３人（男１８人、女５人） 練習場所：勝央北小学校グラウンド及び体育館
練習日時：火曜・金曜１８時〜、水曜１８時３０分〜（自主練）、土曜９時〜

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。
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お知らせのページ

役場への電話・メール
総　務　部（☎３８−３１１１）
soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（☎３８−３１１２）
sangyou

@town.shoo.okayama.jp

土木・都市計画
（☎３８−３１１３）

kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
税　務（☎３８−３１１４）
zeimu

@town.shoo.okayama.jp

国　　 保（☎３８−３１１５）
iryou

@town.shoo.okayama.jp
戸籍・年金（☎３８−３１１６）
choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎３８−７１０２）
福　祉
fukushi

@town.shoo.okayama.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎３８−３１１７）
上　水
suidou

@town.shoo.okayama.jp

下　水
gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出　納　室（☎３８−１７５１）
suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（☎３８−１７５２）
gakuji

@town.shoo.okayama.jp

社会教育（☎３８−１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎３８−１７５４）
gikai@town.shoo.okayama.jp

相
談

町
で
は
 
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ü
の
専
門
相
談
員
に
よ
る
無
料
相

談
を
行
c
て
い
ま
す
 
商
品
や
サ
ü

ビ
ス
な
ど
 
消
費
生
活
全
般
に
関
す

る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
 
架
空
請
求
 

多
重
債
務
な
ど
 
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
 

相
談
は
予
約
制
で
 
受
け
た
事
柄

に
つ
い
て
は
 
秘
密
は
堅
く
厳
守
さ

れ
ま
す
 

▼
日
　
時

１１
月
２７
日
︵
火
︶

１０
時
 
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
消
費
者

相
談
窓
口

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
６

消
費
生
活

相
　
談

町
で
は
 
結
婚
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
行
c
て
い
ま
す
 
当
日
は
空

き
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
 
結
婚
支

援
員
に
よ
る
仲
介
も
希
望
で
き
ま

す
 詳

細
は
 
勝
央
町
役
場
の
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

▼
日
　
時

１１
月
１１
日
︵
日
︶

１３
時
３０
分
 
１５
時
３０
分

※
相
談
時
間
３０
分
 

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階
第
三
委
員
会
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
及
び
居
住
意
思
の
あ
る

２０
歳
以
上
５０
歳
未
満
独
身
男
女
 
ま

た
は
 
そ
の
ご
家
族
︵
町
内
在
住
者
︶

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://te
iju
.to

w
n
.sh

o
o
.lg
.jp

勝
央
町
結
婚
相
談
会

「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
勝
央
」
開
催

全国一斉「女性の人権ホットライン」

強化週間

夫・パートナーからの暴力やストーカーな

どの事案が数多く発生しており、女性を巡る

さまざまな人権問題の解決を図るための人権

相談活動を強化するため、電話相談を受け付

けます。

相談は無料で、受けた事柄については、秘

密は堅く厳守されます。

期　間

１１月１２日（月）〜１８日（日）

時　間

８時３０分〜１９時

※ただし、１７日（土）・１８日（日）は１０時〜１７

時。

「女性の人権ホットライン」

☎０５７０−０７０−８１０

障がい者と障がい者を支える様々な関係者が協

働し「誰もが暮らしやすい地域」を目指している

「元気になろうやフェスタ」を開催します。

地域の多くの人に、主体的に取り組む障がい者

の姿を見ていただき、障がい者に対する理解を深

めるとともに地域につながりを広げていきたいと

思います。

日　時

１２月１日（土）

１２時〜１５時

場　所

作東バレンタインプラザ（美作市江見９４４）

内　容

・障がい者事業所などの展示・販売

・映画上映

「ありがとう〜心の病と向き合う人々の映画〜」

・ピア体験発表・意見交換

主　催

元気になろうや部会

問い合わせ先

美作保健所勝英支所保健対策班

☎０８６８−７３−４０５４

第16回元気になろうやフェスタ

「将来安心して暮らせる勝英～平成最後に生まれかわるフェスタ～」

﹁
ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ

や
ま
﹂
で
は
 
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

活
支
援
を
目
的
と
し
て
 
悩
み
ご
と

相
談
を
行
c
て
い
ま
す
 ︵
電
話
で

も
対
応
し
て
い
ま
す
︶

▼
相
談
日
時

月
・
水
・
金
曜
日

１０
時
 
１７
時

▼
場
　
所

ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ
や

ま
︵
津
山
市
山
下
９２
ü
１
　
津
山
圏

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ü
内
︶

▼
相
談
内
容

労
働
 
福
祉
 
法
律
 
生
活
相
談

な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
 
費
用
が
必
要
で
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ
や

ま
　☎

３５
ü
２
４
３
３

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

悩
み
ご
と
無
料
相
談

▼
日
　
時

１１
月
２８
日
︵
水
︶

１３
時
 
１７
時

︵
受
付
１６
時
３０
分
ま
で
︶

▼
場
　
所
　

勝
央
町
公
民
館

▼
担
当
者

岡
山
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

▼
相
談
内
容

法
律
問
題
全
般
︵
豪
雨
災
害
に
関

す
る
相
談
も
含
む
︶

▼
相
談
時
間
　

３０
分
以
内

▼
相
談
料

無
料
︵
予
約
不
要
︶

あ
な
た
の
街
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

弁
護
士
無
料
相
談
会

ごみ収集のお知らせ
１１月２３日（金）は祝日のため、ごみ収集はお休みしま

す。２３日（金）の地区は２２日（木）に可燃ごみ、資源ごみ

Ｅ（蛍光灯・水銀式体温計・乾電池）、不燃ごみを収集

します。

なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞれの収

集場所に出してください。

問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

お
知
ら
せ

岡
山
県
最
低
賃
金
が
平
成
３０
年
１０

月
３
日
か
ら
時
間
額
８
０
７
円
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
 

使
用
者
は
 
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
６
ü
２
２
５
ü
２
０
１
４

最
低
賃
金

改
　
定

県
で
は
 
家
庭
ご
み
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
 
ス
ü
パ
ü
や
ド
ラ
Ã

グ
ス
ト
ア
 
ホ
ü
ム
セ
ン
タ
ü
な
ど

の
店
舗
 
消
費
者
・
環
境
団
体
や
市

町
村
と
協
力
し
て
 
１１
月
に
﹁
お
か

や
ま
マ
イ
バ
Ã
グ
キ
ã
ン
ペ
ü
ン
﹂

を
実
施
し
ま
す
 

こ
の
機
会
に
 
マ
イ
バ
Ã
グ
を
持

参
し
て
 
レ
ジ
袋
の
削
減
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
 

ま
た
 
エ
コ
バ
Ã
グ
の
配
布
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
 

▼
日
　
時

１１
月
８
日
︵
木
︶
１１
時
 
１２
時

▼
場
　
所

マ
ル
イ
勝
央
店

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

岡
山
弁
護
士
会

☎
０
８
６
ü
２
２
３
ü
４
４
０
１

登
記
に
関
す
る
相
談
︵
相
続
 
贈

与
 
売
買
 
建
物
 
会
社
の
登
記
︶ 

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
 
多
重
債

務
 
破
産
に
関
す
る
相
談
 
境
界
に

関
す
る
相
談
な
ど
 
法
律
に
関
す
る

こ
と
で
日
頃
か
ら
お
悩
み
の
問
題
に

つ
い
て
 
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

相
談
は
無
料
で
 
予
約
は
不
要
で

す
 
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て

は
 
秘
密
は
堅
く
厳
守
さ
れ
ま
す
 

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

︻
津
山
会
場
︼

１１
月
３
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

▼
場
所

津
山
中
央
公
民
館

︵
津
山
市
大
谷
６
０
０
番
地
︶

︻
美
作
会
場
︼

▼
日
時

１１
月
１０
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

▼
場
所

美
作
市
民
セ
ン
タ
ü

︵
美
作
市
栄
町
３５
番
地
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

つ
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ü

司
法
書
士
　
濱
田
　
正
典

☎
２０
ü
１
１
５
５

お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

平成30年北海道胆振東部地震義援金募集
９月６日に発生した北海道胆振地方中東部を震源とする最大震度

７の地震により、北海道に大きな被害が出ました。

この災害の被災者を支援するため、義援金を受け付けています。

皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。

受付期限　平成３１年３月２９日（金）

義援金受付・問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部（総合保健福祉センター内）

☎３８−７１０２
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狩猟期間のお知らせ
１１月１５日（木）から狩猟期間が始まり
ます。
農作物などへの被害防止を目的とし
て、イノシシとニホンジカに限っては、
狩猟期間を１カ月延長し、３月１５日（金）
までとなっています。野山に出かけると
きは、目立つ色の服装を心がけるなど、
十分ご注意ください。
問い合わせ先
美作県民局森林企画課
☎２３−１３８４

未来につなぐ相続登記
土地・建物を相続で引き継いでも、相続登記をしなけれ

ば自分のものであることを証明することができません。

相続登記をしない間に相続人の誰かが死亡すると、その相

続権が次の代に引き継がれ相続関係が複雑になります。

大切な財産を未来につなげるために早めに相続登記をし

ましょう。

法務局では、予約制による登記相談を受け付けています。

登記相談に来られる際は、事前の予約をお願いします。

問い合わせ先

岡山地方法務局津山支局　☎２２−９１５５

募
集

▼
募
集
訓
練
科
目

パ
ソ
コ
ン
ワ
ü
ク
初
級
科

▼
対
象
者

求
職
中
の
人

▼
募
集
期
限

１２
月
１０
日
︵
月
︶

▼
訓
練
期
間

平
成
３１
年
１
月
８
日
︵
火
︶
 

４
月
５
日
︵
金
︶

▼
訓
練
場
所
　

勝
央
共
同
福
祉
施
設

▼
受
講
料

無
料
︵
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

☎
２６
ü
１
１
２
５

北
部
高
等
技
術
専
門
校

委
託
訓
練
生
募
集

１１
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日
は
 
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
で
す
 

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
業
主
は
 
労
働
保
険
︵
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
︶
に
加
入
す
る
こ
と

▼
持
参
物

米
１
合
 
エ
プ
ロ
ン
 
三
角
巾

▼
申
込
期
限

１１
月
１６
日
︵
金
︶

※
託
児
は
先
着
１０
人
で
 
定
員
に
な

り
次
第
締
切

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

☎
３８
ü
７
１
０
２

入
っ
て
い
ま
す
か
、

労
働
保
険

岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
 
県
内

の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使

用
者
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
︵
紛
争
︶
に

つ
い
て
 
専
門
家
が
公
正
・
中
立
な

立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
 

費
用
は
無
料
 
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
 
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
 ま

た
 
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も

随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
 
電

話
 
メ
ü
ル
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
６
ü
２
２
６
ü
７
５
６
３

メ
ü
ル
　k

o
b
e
tsu

@

p
re
f.o

k
a
y
a
m
a
.lg
.jp

で
 
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の

待
遇
ご
と
に
不
合
理
待
遇
差
が
禁
止

さ
れ
ま
す
 

・
施
行
　
２
０
２
０
年
４
月
１
日
 

※
中
小
企
業
は
２
０
２
１
年
４
月
１

日
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

・
岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
６
︱
２
２
５
︱
２
０
１
７

職
場
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の

相
談
や
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

︻
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
︼

時
間
外
労
働
の
上
限
が
原
則
 
月

４５
時
間
 
年
３
６
０
時
間
と
な
り
ま

す
 
臨
時
的
・
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
で
も
 
年
７
２
０
時
間
 
単
月

１
０
０
時
間
未
満
︵
休
日
労
働
含

む
︶
 
２
 
６
カ
月
平
均
８０
時
間

︵
休
日
労
働
含
む
︶
を
限
度
に
設
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

・
施
行
　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
 

※
中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４
月
１

日
 

︻
年
休
５
日
の
指
定
付
与
︼

年
１０
日
以
上
の
年
休
が
付
与
さ
れ

て
い
る
労
働
者
に
 
毎
年
５
日
時
季

を
指
定
し
て
年
休
を
付
与
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
 

・
施
行
　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
 

︻
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁

止
︼同

一
企
業
に
お
い
て
 
正
規
雇
用

労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す

▼
日
　
時

１１
月
２７
日
︵
火
︶

１０
時
 
１２
時

︵
受
付
９
時
４５
分
 
︶

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü
２
階

調
理
実
習
室

▼
講
　
師

服
部
　
妙
子
氏

︵
薬
膳
コ
ü
デ
£
ネ
ü
タ
ü
︶

▼
内
　
容

食
事
が
体
に
与
え
る
力
に
つ
い
て

の
講
話
 
薬
膳
料
理
の
試
食

▼
参
加
費

３
０
０
円
　

か
が
や
き
ネ
ッ
ト
な
な
い
ろ
企
画

薬
膳
料
理
教
室
開
催

▼
日
　
時

１１
月
１８
日
︵
日
︶

１０
時
 
１２
時

︵
受
付
９
時
３０
分
 
︶

▼
場
　
所

旭
川
荘
研
修
セ
ン
タ
ü
よ
し
い
川

︵
岡
山
市
東
区
西
大
寺
６
０
９
︶

▼
演
　
題

﹁
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
子
ど

も
た
ち
 
思
春
期
ま
で
の
育
み
 
﹂

▼
講
　
師

笹
野
　
京
子
氏

︵
な
の
は
な
ク
リ
ニ
Ã
ク
院
長
︶

▼
参
加
費

会
員
　

５
０
０
円

一
般
　
１，

５
０
０
円

▼
申
込
期
限

１１
月
１５
日
︵
木
︶

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
自
閉
症
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
ü
８
０
１
ü
４
０
１
０

︵
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

１０
時
 
１５
時
︶

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
 

加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
は
 
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
 

な
お
 
労
働
保
険
の
事
務
処
理
を

代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務
組
合

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
 
ご
利
用
く

だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
６
︱
２
２
５
︱
２
０
１
２

津
山
公
共
職
業
安
定
所
美
作
出
張

所
☎
０
８
６
８
︱
７２
︱
１
３
５
１

津
山
労
働
基
準
監
督
署

☎
２２
ü
７
１
５
７

第
48
回
岡
山
県
自
閉
症
協
会

セ
ミ
ナ
ー
開
催

第４７回勝央町一周駅伝大会を下記のとおり開催します。皆さんお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

日　時（小雨決行）

１２月１６日（日） スタート：１０時〜

コース

旧ＪＡ勝英高取支所跡地前をスタートし、町内を一周して勝央町役場にゴールする全長２１．８㎞（全７区）

クラス

小学生、中学生、高校生、一般の男女別８クラス

（小学生、中学生、高校生は先生、指導者、保護者の承諾を得てください）

参加資格　町内に在住、または通学・通勤している人

申込期限 １１月２２日（木）

申込・問い合わせ先

勝央町教育委員会　☎３８−１７５３

勝央町一周駅伝大会参加チーム募集

津山消防音楽隊2018
火災予防ふれあいコンサート
秋の火災予防週間行事の一環として、消防音楽隊コン
サートを開催します。
日　時 １１月１１日（日）

１４時〜（開場 １３時３０分）
場　所　ベルフォーレ津山（アルネ津山７階）
入場料　無料
その他　自由席。ロビーにミニ消防車などを展示します。
問い合わせ先
津山圏域消防組合総務課　☎３１−１２５１

２
０
１
９
年
１０
月
の
消
費
税
率
引

上
げ
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
﹁
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
﹂
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
 

▼
日
　
時

１１
月
２８
日
︵
水
︶

１０
時
 
１１
時
３０
分

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü
２
階

多
目
的
ホ
ü
ル
　

▼
内
　
容

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
及
び
事
業

者
支
援
措
置
に
つ
い
て
︵
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
含
む
︶

▼
申
込
期
限

１１
月
２７
日
︵
火
︶
午
後
４
時

※
要
事
前
申
込

▼
定
　
員

３０
人

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
山
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
２２
︱
３
１
０
９

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
開
催

▼
日
　
時

１１
月
２４
日
︵
土
︶

１３
時
３０
分
 
１４
時
３０
分

▼
場
　
所

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院

大
会
議
室
︵
東
館
４
階
︶

▼
演
　
題

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

 
伝
え
よ
う
 
あ
な
た
の
想
い
 

▼
講
　
師

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院看

護
部

▼
料
　
金

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院

☎
３８
ü
６
６
８
８

健
康
公
開
講
座

開
　
催

訂正とお詫び

広報紙１０月号１３ページに掲載の岡山県民手帳の価格に誤りがありました。正しくは、「１冊６００円（税込）」

です。訂正してお詫びします。
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近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕作放棄地が増えて農地が十分に活用されていない状況です。

そこで、１１月、１２月の「耕作放棄地解消強化月間」に「地域ぐるみで農地を守る日」を設けて、実践しましょう！

１．農地を考える日

地域で不作付け地や農道・水路の状況について話し合いましょう。

２．一斉耕うんの日

土づくり・雑草防除・景観保全のために一斉に「耕うん」しましょう。

３．一斉草刈りの日

耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山ぎわの「草刈り」を一斉に取り組みましょう。

問い合わせ先　勝央町役場産業建設部　☎３８−３１１２

11月、12月は「耕作放棄地解消強化月間」です！11月、12月は「耕作放棄地解消強化月間」です！

〜
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
へ
〜

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の
か
か
り
方

〜
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
へ
〜

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の
か
か
り
方

柔
道
整
復
師
に
か
か
る
場
合
 
医
療
保
険
が

使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
 

正
し
く
施
術
を
受
け
て
 
医
療
費
の
適
正
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

■
保
険
が
使
え
る
場
合

・
外
傷
性
の
骨
折
 
脱
臼
 
打
撲
及
び
捻
挫
な

ど
︵
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含
む
︶

※
骨
折
 
脱
臼
︵
応
急
手
当
を
除
く
︶
に
つ
い

て
は
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
 

■
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

・
神
経
痛
 
リ
ウ
マ
チ
 
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
慢
性

的
な
病
気

・
脳
疾
患
の
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

・
ス
ポ
ü
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労
か
ら
の
回

復
目
的

・
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
の
ケ
ガ

・
保
険
医
療
機
関
︵
病
院
・
診
療
所
な
ど
︶
で

同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き

※
こ
れ
ら
の
施
術
の
治
療
費
は
 
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
 
保
険
を
使
c
て
施
術

は
 
医
療
費
控
除
や
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
る
場
合
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
 
大
事
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
 

④
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
 
内
科
的
要
因

も
考
え
ら
れ
る
の
で
 
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
�
う
 

■
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

保
険
を
使
c
て
施
術
や
診
療
を
受
け
た
場
合

の
医
療
費
は
 
保
険
料
︵
税
︶
に
よ
c
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
 
正
し
く
柔
道
整
復
師
や
医

療
機
関
に
か
か
り
ま
し
�
う
 

医
療
費
の
適
正
化
に
あ
た
c
て
 
保
険
の
対

象
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
 
施
術
日
や

負
傷
原
因
な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
５

を
受
け
て
も
後
日
 
整
骨
院
や
接
骨
院
 
ま

た
は
勝
央
町
国
民
健
康
保
険
な
ど
か
ら
請
求

が
あ
り
ま
す
 

■
施
術
を
正
し
く
受
け
る
に
は

①
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
�
う
 

交
通
事
故
が
原
因
の
場
合
は
 
勝
央
町
役
場

税
務
住
民
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
 

②
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し

て
 
署
名
し
ま
し
�
う
 

申
請
書
へ
の
署
名
は
 ﹁
受
領
委
任
﹂
で
す
 

療
養
費
は
 
患
者
︵
国
保
の
場
合
は
 
世
帯

主
 
以
下
 
同
じ
︶
が
費
用
の
全
額
を
支
払
c

た
後
 
患
者
か
ら
保
険
者
に
請
求
を
行
い
 
保

険
の
支
払
い
を
受
け
る
も
の
で
す
が
 
柔
道
整

復
に
つ
い
て
は
 
患
者
か
ら
柔
道
整
復
師
に

﹁
受
領
委
任
﹂
す
る
こ
と
で
 
保
険
給
付
を
認

め
て
い
ま
す
 

署
名
の
前
に
 
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

負
傷
原
因
 
負
傷
名
 
日
数
 
金
額
を
確
認
し

ま
し
�
う
 

③
領
収
書
は
 
必
ず
も
ら
い
ま
し
�
う
 

柔
道
整
復
師
の
施
術
で
支
払
c
た
負
担
金

勝
央
町
で
は
 
勝
央
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
平
成
２２
年
度
に
策
定

し
 
平
成
２３
年
６
月
に
勝
央
町
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
 
こ
れ
に
よ
り
 
勝
央
町

の
農
林
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て

い
る
鳥
獣
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
 

▼
平
成
３０
年
度
申
込

実
施
を
希
望
さ
れ
る
人
は
 
１２
月

７
日
︵
金
︶
ま
で
に
勝
央
町
役
場
産
業

建
設
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

☎
３８
ü
３
１
１
２

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

【事業実施主体】
勝央町有害鳥獣被害防止対策協議会

【事業の内容】
鳥獣被害対策実施隊による地域ぐるみの被害防止活動

・捕獲機材の導入（箱わな、捕獲檻など）

・放任果樹の除去

・緩衝帯の整備などの事業も実施できますので、勝央町役場産業建設部

までご相談ください。

地域での鳥獣被害防止活動などのソフト対策

【事業実施主体】
勝央町有害鳥獣被害防止対策協議会など

【事業の内容】
侵入防止柵（電気柵、トタン板、金網）などの被害防止施設（受益戸
数３戸以上、投資効率１．０以上、耐用年数５年以上などの要件を満たす
ことが必要です）
【補助率】
事業費の２分の１以内を助成（自力施工を行う場合に、資材費相当分
の定額補助が可能）

鳥獣被害防止施設設置のハード対策

１２月２日（日）は、環境美化の日です。
また、勝央町役場健康福祉部では、次のとおり粗大ゴミの収集を行いますのでご利用ください。

日　時 １２月２日（日） ９時〜１５時

場　所　老人保健施設勝央苑西側駐車場

手数料　１品５００円

※品目の重量などにより、金額が異なる場合がありますのでご了承ください。

品　目　家電類（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機を除く）、粗大鉄、家具類、プラス

チック類、ビニール類、タイヤ、バッテリー、ガラスなど

※タイヤ・バッテリーについては、当会場での収集が可能ですが、なるべく自動車販売店もしくは自動

車整備工場などにご相談ください。（津山圏域クリーンセンターでは回収できません）

注意点　藺機械類は必ず油を抜き取ってください。

藺プロパンボンベ、消火器は収集できません。

藺サッシ戸、家具などのガラスは取り除いてください。

藺トタンに板などがついている場合は取り除いてください。木材は収集できません。

藺一斗缶の大きさ（縦：２４㎝　横：２４㎝　高さ：３５㎝）以下のゴミは収集できません。不燃・資源ゴ

ミは各地区で決められた週にゴミステーションへ捨ててください。

藺衣類などの資源ゴミやぬいぐるみ、雨ガッパ、またその他通常の可燃・資源・不燃ゴミは収集いたし

ません。各地区で決められた週にゴミステーションへ捨ててください。

藺テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、消火器は収集しません。

藺事業系の粗大ゴミは収集できませんので、ご注意ください。

藺農業用廃ビニール・苗箱・畔シート・肥料袋などの農業用資材、瓦・レンガ・スレート類の収集は

できません。（農業用廃ビニール・苗箱・畔シート・肥料袋などの農業用資材の廃棄については、勝

英農協にご相談ください。また、瓦・レンガ・スレート類については、最寄りの産業廃棄物処分業

者にご相談ください）

問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

粗大ゴミ（一般家庭用）を
収集します

粗大ゴミ（一般家庭用）を
収集します
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～糖尿病教室のご案内～

〜あなたの腎臓は大丈夫？〜

慢性腎臓病（CKD）公開セミナーのご案内
～成人の８人に１人は慢性腎臓病（CKD）と言われています～

問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部（総合保健福祉センター） ☎３８−７１０２

申込・問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部（総合保健福祉センター） ☎３８−７１０２

平
成
２８
年
１１
月
に
国
登
録
有

形
文
化
財
と
な
c
た
旧
勝
田
郡

役
所
の
内
部
を
期
間
限
定
で
公

開
し
ま
す
 

こ
の
建
物
は
 
明
治
期
に
建

て
ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
で
 
県

内
で
唯
一
残
る
郡
役
所
と
し
て

貴
重
な
も
の
で
す
 
こ
れ
ま
で

に
町
役
場
や
郷
土
美
術
館
と
し

て
使
用
さ
れ
 
ト
ン
ガ
リ
屋
根

の
建
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
 

例
年
 
９
月
の
街
道
祭
期
間

中
の
み
開
館
し
て
い
ま
す
が
 

こ
の
度
 
お
か
や
ま

の
文
化
財
一
斉
公
開

と
文
化
財
保
護
強
調

週
間
関
連
行
事
と
し

て
 
特
別
公
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
 建

物
内
部
を
自
由

に
見
学
で
き
ま
す
の

で
 
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
 
町
の

文
化
財
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
 
歴

史
を
知
る
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
 

▼
公
開
期
間

１１
月
１２
日
︵
月
︶
 
１６
日
︵
金
︶

９
時
 
１５
時

▼
場
　
所

旧
勝
田
郡
役
所

︵
勝
央
町
勝
間
田
６
３
５

旧
郷
土
美
術
館
︶

▼
入
場
料

無
料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
教
育
委
員
会
教
育
振

興
部☎

３８
ü
１
７
５
３

知らぬ間に大切な腎臓の働きが悪くなっている人が増えています。慢性腎臓病（ＣＫＤ）は、

糖尿病や高血圧などの生活習慣病が原因となることも多く、自覚症状がないまま悪化し、一度

機能が悪くなると治りにくいと言われています。早期発見のためには健診が重要です。

勝央町ではＣＫＤを正しく理解していただくために、昨年に引き続き、専門の先生をお招き

して健康づくり講演会を下記のとおり開催します。

自分の健康を見つめなおす機会に、関心のある人はぜひ、ご参加ください。

日　時 １１月１２日（月）

時　間 １３：３０〜１５：３０（受付１３：００〜）

場　所　総合保健福祉センター　２階多目的ホール

講　師　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

准教授　内田　治仁　先生

内　容　講演「慢性腎臓病（ＣＫＤ）について」

参加費　無料

申　込　不要

世界糖尿病デーのイベントです！関心

のある人はどなたでもお気軽にお越しく

ださい！

日　時

１１月１７日（土）

１３：３０〜１５：００

講演は１４：００〜

内　容

・講演「糖尿病ってどんな病気」

・講師　さとう記念病院　薬剤部

佐藤　憲　先生

・無料血糖測定

・管理栄養士による食事・栄養相談

・薬剤師によるおくすり相談

・パンフレットの展示など

場　所

さとう記念病院４階大会議室

少し血糖値の気になりはじめた人、必

見保健師、管理栄養士、理学療法士と

一緒に学習しましょう。関心のある人は、

ぜひお越しください。

日時・内容

１１月１９日（月）１３：３０〜１５：００

基本について（保健師）

１１月２６日（月）１３：３０〜１５：００

食事について（管理栄養士）

１２月３日（月）１３：３０〜１５：００

運動について（理学療法士）

場　所

総合保健福祉センター

２階栄養実習室

※栄養実習室ですが、調理はしません

「
お
か
や
ま
の
文
化
財
一
斉
公
開
」
参
加
イ
ベ
ン
ト

旧
勝
田
郡
役
所
建
物
内
部
公
開

「
お
か
や
ま
の
文
化
財
一
斉
公
開
」
参
加
イ
ベ
ン
ト

旧
勝
田
郡
役
所
建
物
内
部
公
開

レ
デ
£
ü
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
 

今
年
度
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
 

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
 

《
集
団
検
診
》

▼
日
　
時

１１
月
２２
日
︵
木
︶

︵
受
付
　
１３
時
 
１４
時
︶

▼
場
　
所
　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü

▼
料
　
金

※
７０
歳
以
上
の
人
は
無
料
 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

︵
２０
歳
以
上
︶
１，

０
０
０
円

・
乳
が
ん
視
触
診

︵
３０
歳
以
上
︶

３
０
０
円

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
£

︵
４０
歳
以
上
︶
１，

２
０
０
円

▼
持
参
物

受
診
票
・
健
康
手
帳
・
受
診
料
金

︵
対
象
者
は
無
料
ク
ü
ポ
ン
券
︶

《
個
別
検
診
》

▼
期
　
間

１１
月
３０
日
︵
金
︶
ま
で

▼
場
　
所

津
山
市
と
美
作
市
の
婦
人
科

※
事
前
に
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
 

▼
料
　
金

※
７０
歳
以
上
の
人
は
無
料
 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

︵
２０
歳
以
上
︶
１，

９
０
０
円

・
乳
が
ん
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
£

︵
４０
歳
代
︶
２，

４
０
０
円

︵
５０
歳
以
上
︶
２，

０
０
０
円

▼
持
参
物

健
康
保
険
証
・
受
診
料
金
︵
対
象

者
は
無
料
ク
ü
ポ
ン
券
︶

★
け
ん
し
ん
事
業
は
 ﹁
金
時
健

幸
ポ
イ
ン
ト
﹂
対
象
事
業
で
す
 

ポ
イ
ン
ト
カ
ü
ド
を
お
持
ち
の

人
は
 
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
 

︵
個
別
検
診
を
受
け
た
人
は
 

後
日
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
︵
結
果
な
ど
︶
を
保
健
セ
ン

タ
ü
に
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
︶

★
20
歳
か
ら
は
、

乳
が
ん
の
自
己
検
診
を
！

★
40
歳
か
ら
は
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
も
！

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
ご
案
内

〜
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
〜

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
ご
案
内

〜
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
〜

▼
日
　
時

１１
月
２９
日
︵
木
︶

︵
受
付
　
１７
時
 
１８
時
３０
分
︶

▼
場
　
所
　

津
山
す
こ
や
か
こ
ど
も
セ
ン
タ
ü

︵
津
山
市
山
北
８
０
０
︶

︵
☎
３２
ü
２
０
６
９
︶

▼
内
　
容

特
定
健
診
︵
国
保
の
み
︶ 
が
ん

検
診
︵
結
核
・
肺
が
ん
検
査
 
大
腸

が
ん
検
診
 
前
立
腺
が
ん
検
診
 
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
Ｂ
・
Ｃ
型
︶

※
が
ん
検
診
は
加
入
保
険
は
関
係
な

く
受
診
可
能

▼
申
込
期
限

１１
月
１５
日
︵
木
︶

※
要
事
前
申
込

ナ
イ
タ
ー
健
診
の
ご
案
内

〜
仕
事
さ
れ
て
い
る
人
、
日
中
忙
し
い
人
必
見
〜

ナ
イ
タ
ー
健
診
の
ご
案
内

〜
仕
事
さ
れ
て
い
る
人
、
日
中
忙
し
い
人
必
見
〜



読んでみんちぇ～

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０－１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）
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こ
ん
に
ち
は
 
協
力
隊
の
柴
田

で
す
 

９
月
に
企
画
し
た
﹁
ま
ち
な
か

天
体
観
測
＠
勝
央
町
﹂
は
 
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
 
開
催
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
 

﹁
天
体
観
測
﹂
と
い
う
初
め
て

の
試
み
に
対
し
て
 
町
内
外
の
大

勢
の
人
か
ら
盛
大
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
得
て
企
画
で
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
 
小
欄
で
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
 

さ
て
 
肝
心
の
天
体
観
測
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
 
参
加
ご
希
望
の
お

声
に
応
え
て
来
る
１１
月
１５
日
︵
木
︶

と
１６
日
︵
金
︶
に
開
催
し
ま
す
 

︵
詳
し
い
こ
と
は
 
広
報
紙
１１
月

号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
︶
今
度
こ
そ
は
天
候
に
恵

ま
れ
る
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で

す
 そ

も
そ
も
 
勝
央
町

を
覆
う
空
が
こ
ん
な
に

美
し
く
 
夜
空
が
他
市

町
村
に
は
な
い
好
観
察

地
で
あ
る
こ
と
を
勝
央

町
の
人
々
に
再
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
く
て
企

画
し
ま
し
た
 
確
か
に

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
 

問い合わせ先
勝央こころざしシェアスペース

☎20-1811地域おこし協力隊活動日誌

隣
接
す
る
各
地
に
も
月
や
星
が
き

れ
い
に
見
え
る
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皆さんのお住まいの地域で、元気なからだづくりを始めませんか？

ローカルベンチャースクール未来地図しょうおう
８月からスタートした「しょうおう志援塾２０１８」も残すところあとわずか

です。地域で活躍しているリーダーを講師にお招きし、さまざまな分野にお

ける地域の優位性と課題について考えてきました。本取り組みのメインイベ

ントは１２月２１日（金）に開催の「志プレゼンテーション大会」です。

今年もどんな発表があるか楽しみです！

【日　程】

第１回 １０月２８日「プレゼンテーションってなに？」（終了）

第２回 １１月１１日「グループワークで題材を決めてみた」

第３回 １１月２５日「世界の事例を調べてみた」

第４回 １２月９日「パソコンでつくってみた」

第４．５回 １２月１３日「公民館大ホールでリハーサルしてみた」

第５回 １２月１６日「発表を完成させてみた」

第６回 １２月２１日　志プレゼンテーション大会

「町民の主張」で発表する

【対象者】小学３年生〜６年生

【参加費】１人３，０００円（保険代含む）

こども起業塾(プレゼンテーション編）
「農業編」に続き、「プレゼンテーション」をテー

マに約２カ月間の短期育成プログラムを開催します。

社会と子どもと未来をつなぐ発表系キャリア教育

『こども起業塾』プレゼンテーションに必要な基礎的

な知識、資料作成やパソコンのテクニックを学び、最

終的には、志プレゼンテーション大会『町民の主張』

で大人たちに交じって発表します。

１２月２１日（金）『町民の主張』での発表に向けて頑

張っています！

第１回は終了しましたが、随時塾生を募集していま

す。 勝央町介護予防事業

めざせ！いきいき地域活動通信
Vol.17

会場となる旧吉野小学校
（左：浅口市地域おこし協力隊庄司さん）

今回は、「ぐるっと筋力アップ教室」について、ご紹介したいと思います。

この教室は、お住まいの地域の公会堂などで、６５歳以上の皆さんが主体になって健康体操を行う事業です。

９月末時点で、町内２１カ所で実施しています。見学を希望される場合は、タオルと飲み物を持ってお越しください。

新しく教室を始めたいという人、実施場所と時間が知りたい人、ご質問がある人は、お気軽にご相談ください。

問い合わせ先　勝央町地域包括支援センター　☎３８−３０２８
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皆さんも一緒に始めませんか？

一緒に無理なく、体操を行いましょう！

体が伸びる〜気持ちがええな〜



ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp/

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod001.apsel.jp/lib.shoo/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ
休 館 日：11／1〜2・5〜16・19・26 休 館 日：11／5・12・19・22・26

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　11/7・14・21・28

11月18日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

11月18日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市＆フリーマーケットファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ホームページ　http://www.alis-nv.com
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「２０歳（はたち）のソウル

−奇跡の告別式、一日だけのブラスバンド−」

（中井由梨子 著／小学館）

高校時代３６５日のう

ち、３５５日は部活をし

ていた青年が、闘病生

活の末に２０歳で亡く

なりました。告別式で

は総勢１６０人以上の卒

業生が、彼のために演

奏をし、天国へ送り出

しました。

部活動を巡りさまざまな意見がある今、彼にとっ

ては間違いなく部活をやっていて良かったと思える

１冊です。

・「感謝と喜びが伝わる「笑い文字」練習帳」

（廣江まさみ 著／かんき出版）

・「鬼才伝説−私の将棋風雲録−」

（加藤一二三 著／中央公論新社）

・「破蕾」（冲方丁 著／講談社）

・「ビジュアル大相撲図鑑−決定版−」

（服部祐兒 監修／汐文社）

・「ともだちドロボウ」（のぶみ さく／講談社）

・「王女さまのお手紙つき

−サマー姫とロザリンド姫と

イザベラ姫の物語−」

（ポーラ・ハリソン 作／学研プラス）

◆勝央図書館ホームページで本を検索しよう。

図書館のホームページ

で、最新刊や所蔵本を検

索できます。取り寄せた

い本がありましたら、図

書館カウンターにお尋ね

ください。

児 童 書

一 般 書

【展示室・特別展示室・町民ギャラリー１・２】
・文豪からの手紙　芥川龍之介と木村毅

（１１月１７日〜１２月２日）
○入場料：一　　　　　般 ５００円

高 校 生 以 下 無料
※各種割引あり。証明書をご呈示ください。

文豪からの手紙　芥川龍之介と木村毅
平成２８年に購入した新資料『芥川龍之介書簡（木
村毅宛）』（１９２５）を中心に、大正・昭和を代表する
文豪・芥川龍之介（あくたがわりゅうのすけ／１８９２
〜１９２７）と、勝央町出身の文学者・木村毅（きむら
き／１８９４〜１９７９）の交流のようすを書簡や寄稿、
自伝などから紹介
します。芥川の愛
用品（日本近代文
学館（東京）蔵）
なども展示。晩年
田端で過ごした、
文豪・芥川の素顔
に触れてみてくだ
さい。
＜関連イベント＞
１１月１７日（土）
・朗読会「蜘蛛の糸」紙芝居おじさん
・ワークショップ（要予約）
「文学を読むってこういうこと！」
講師：赤木かん子氏
１１月２３日（金・祝）
・特別記念講演会（要応募申込）
講師：木口直子氏（田端文士村記念館学芸員）

北村　薫氏（小説家）
詳細は勝央美術文学館のホームページをご覧くだ
さい。

「デジタルアートでクリスマスカード・年賀状を
つくろう！」の受講生を募集します。ペンタブレッ
トを使ってパソコンでイラストを描き、クリスマス
カードまたは年賀状を作成します。
日　　時 １２月２日（日）１４時〜１６時
講　　師　古山敬典　先生　
対　　象　小学４年生〜一般
定　　員　８人　
受付開始 １１月１７日（土）１０時〜

（定員になり次第受付を終了します）
申込・問い合わせ先

勝央美術文学館
☎３８−０２７０

《森のロッジ》
皆さんご存じのロッジへ
ご宿泊や日帰り休憩利用し
ませんか？宿泊の際の夕食
ＢＢＱは寒くなってきたの
で、ロッジの中で鍋になっ
てます。
暖かい鍋を家族・友人・
職場の仲間などで囲ってみ
んなでワイワイ鍋パー
ティーしませんか？
鍋は「寄せ鍋」「豚しゃ
ぶ」の２種類あります。
もちろん、ロッジの中で
自炊もできます。食材を
持って来てみんなでつくっても楽しいですね。
日帰り利用も宿泊のお客さまがいなければ可能で
す。ロッジでゆっくりみんなで過ごすのも良いかもし
れませんよ。ぜひお問い合わせいただき、ご利用くだ
さい。

《クラフト体験》
入口のロードサイドマー
ケットの一角でクラフト体
験ができるのは皆さんご存
じの人も多いと思います。
ビーズでブレスレットを
作ったり、プラ板に好きな
絵を書いてキーホルダーを
作ったり、これからの時期はスノードームづくりがお
すすめですよ！
営業時間内なら何時でも可能です。好きな時間にで
きて、自分のペースで自分だけの物がつくれちゃうの
が良いですね。
体験をご希望の際は、インフォメーションにお声掛
けください。

《ホーススクール》
〜乗馬教室のご案内〜
ノースヴィレッジも紅葉がきれいな季節になりまし
た。ここの動物エリアでは引馬以外に本格的な乗馬を
楽しむことができます。勝央町健康スポーツクラブに
ご入会いただければどなたでも「乗馬教室」に参加で
きます。初めての人には馬のお手入れなどの接し方や
基本操作から始めます。難しそうだという声をよく聞
きますが、案外そんなこともありません。１０回程度
乗っていただければ、たいていの人は一人で走ること
ができるようになります。また、乗馬教室ではレベル
に合わせたレッスンをしています。山道を散策したい
人には散策ができるように、競技に出たい人は競技会
に行っています。１１月は乗馬シーズンということもあ
り、大人の方は淡路島へ外乗ツアーに遠征します。Jr

会員の人は大山のほうへ競技会に参加します。もちろ
ん、ここでの内容も充実しております。今、スポーツ
クラブへ入会すると少し入会金が安くなっているのも
チャンスです。乗馬を始めてみませんか。
【乗馬教室料金】
大人　４，０００円／１レッスン
Ｊｒ　３，０００円／１レッスン
※開催時間は休園日を除く１０時から１７時まで

【問い合わせ先】
琵琶湖忍者国際ホーススクール
３８−７５５８

季節が秋から冬に変わりつつある１１月。皆さまいか
がお過ごしですか？季節の変わり目には、体調を崩し
やすくなります。気を付けてくださいね。

ノースヴィレッジのスタッフも動物達も元気に皆さ
んが遊びに来るのを待っております。

スマートフォン・タブレット用
ＱＲコード
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Savannahと一緒に体験しよう！Savannahと一緒に体験しよう！
サ バ ン ナサ バ ン ナ

November is my favorite month because my
birthday is in November! In America, we cele-
brate Thanksgiving in November. Thanksgiving
is a Holiday where we gather as a family and
have a delicious dinner. Many people in my
family are very good at cooking. For
Thanksgiving dinner, we always eat turkey and
cranberry sauce. We also like to eat many dif-
ferent vegetables and bread. For dessert, we
have pie. My favorite pie is banana pie, but we
also have pumpkin pie, apple pie, and choco-
late pie. They are very delicious. After dinner,
we gather together and say what we are thank-
ful for. It is good to think of things you are
grateful for. That night, Black Friday starts. The
end of Thanksgiving means the beginning of
Christmas, so on Black Friday, there are many
Christmas sales in stores. Many people go
shopping Thanksgiving night to get those sales.
It is a very busy shopping day. Does Japan
have a holiday like Thanksgiving? I really like
Thanksgiving because I can gather with my fam-
ily and eat delicious food.
Thank you! Bye-bye!

Savannah Read

１１月は私が１番好きな月で

す。私の誕生日は１１月ですから。

アメリカで１１月に「サンクスギ

ビング」という祝日があります。

サンクスギビングデーには、家族と一緒にすごく美味

しい晩御飯を食べます。私の家族には、料理が上手な

人は多いです。サンクスギビングにターキーとクラン

ベリーソースを食べます。そしていろんな野菜とパン

を食べます。デザートはパイです。パンプキンパイや

バナナパイやチョコレートパイを食べます。私の一番

好きなパイはバナナパイです。とても美味しいです。

晩御飯の後、家族と一緒に感謝を言います。とても素

晴らしい時間です。私は本当に感謝のことを覚えるの

がすごく好きです。その夜「ブラックフライデー」と

いうことが始まります。サンクスギビングが終わる時

にクリスマスシーズンが始まります。そしてクリスマ

スセールも始まります。その時たくさんの人がショッ

ピングをします。とても忙しい日になります。日本に

はサンクスギビングのような祝日はありますか？家族

と一緒にとても美味しい食べ物を食べられるから、私

はサンクスギビングが大好きです。

いつもありがとうございます！バイバイ！

サバンナ・リード ※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

チケット販売・問い合わせ先

勝央町教育委員会教育振興部（勝央町公民館）　☎３８－１７５３

■舞踊集団　菊の会公演「日本のおどり−錦秋に舞う」【チケット好評発売中】
舞踊集団菊の会は、１９７２年に創立され、日本舞踊を国内のみならず、世界６２カ国１０４都市で公演
を行い、日本の伝統文化を紹介し続けています。
また、「勝央音頭」の振り付けもしていただいた団体です。
この機会に、優れた日本の伝統文化をご家
族、ご友人お誘いあわせのうえ、ご鑑賞くだ
さい。
【日　時】】１１月１８日（日）

開場１３：３０　開演１４：００
【入場料】】 全席指定（ ）内は当日料金

Ａ席（１階）：３，０００円（３，５００円）
Ｂ席（２階）：２，０００円（２，５００円）

※未就学児入場不可

■乗松恵美＆泊真美子ジョイントコンサート【チケット好評発売中】
紡 Tsumugu 〜ソプラノとピアノで紡ぐ歌心

声楽家の乗松恵美さん、ピアニストの泊真
美子さんをお迎えし、日頃体験することがで
きないアーティストの本格的な音楽をお届け
します。
【日　時】】１２月２日（日）

開場１３：３０　開演１４：００
【入場料】】 全席自由（ ）内は当日料金

一　　　般：２，０００円（２，５００円）
高校生以下：１，０００円（１，５００円）

■朗読座 新春公演2019 源氏物語の語りを愉しむ−紫のゆかりの物語
【チケット好評発売中】

さまざまなジャンルのアートと朗読を組み合わせたパフォーマンスで人
気の「紺野美沙子の朗読座」。今回は二十五絃箏奏者の中井智弥と共に
「源氏物語」をお贈りします。
朗読だけでなく、前半にはレクチャートークを行い、あらゆる世代に古
典作品を気軽にお楽しみいただけます。
〈第１部〉トークセッション

〜「紫のゆかりの物語」をより楽しむために
ゲスト：陣野英則（早稲田大学教授）

〈第２部〉朗読「紫のゆかりの物語」
〜「若紫」「葵」「須磨」「松風」「若菜上」「御法」「幻」

各帖より
おはなし・朗読：紺野美沙子
演奏：中井智弥（二十五絃箏）、相川　瞳（パーカッション）

【日　時】】 平成３１年１月１２日（土）
開場１３：３０　開演１４：００

【入場料】】 全席指定（ ）内は当日料金
Ａ席（１階）：３，０００円（３，５００円）
Ｂ席（２階）：２，０００円（２，５００円）

﹁
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
﹂
で
は
 
よ
り
良
い
中
学
校
生
活
へ
向

け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

１０
月
の
勝
央
中
学
校

勝
央
中
学
校
生
徒
会
で
は
１０
月
１
日
に
生
徒
会
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
 
こ
の
選
挙
を
も
c
て
 
３
年
生
を
中
心
と
し
た
生
徒
会
か
ら
１
・
２

年
生
を
中
心
と
し
た
生
徒
会
へ
と
バ
ト
ン
の

受
け
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

３
年
生
を
中
心
と
し
た
生
徒
会
で
は
 
エ

コ
キ
ã
Ã
プ
の
回
収
や
あ
い
さ
つ
運
動
 
卒

業
式
で
校
歌
や
卒
業
式
賛
歌
を
大
き
な
声
で

歌
う
た
め
の
賛
歌
実
行
委
員
な
ど
 
多
く
の

活
動
を
自
分
た
ち
の
力
で
計
画
し
 
実
行
し

て
き
ま
し
た
 
１
つ
１
つ
の
活
動
を
行
う
た

び
に
 
反
省
を
し
 ﹁
ど
う
す
れ
ば
も
c
と

良
い
活
動
に
な
る
の
か
﹂
と
い
う
こ
と
を
生

徒
会
本
部
を
中
心
に
話
し
合
い
を
重
ね
 
生

徒
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
 
そ

の
成
果
が
今
年
度
の
体
育
祭
で
雨
の
中
み
ん

な
で
大
き
な
円
を
つ
く
り
校
歌
を
熱
唱
し
た

Ｓ
Ｋ
Ｎ
︵
勝
央
中
校
歌
熱
唱
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
︶

だ
と
思
い
ま
す
 
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
の
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
 

あ
の
達
成
感
は
今
ま
で
に
味
わ
c
た
こ
と
の

な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
 

１
・
２
年
生
を
中
心
と
し
た
生
徒
会
は
選

挙
の
立
ち
会
い
演
説
会
で
ど
の
立
候
補
者
も
堂
々
と
自
分
の
想
い
を
口
に

し
て
い
ま
し
た
 

今
月
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ü
で
の
生
徒
会
が
ス
タ
ü
ト
し
ま
し
た
 

今
後
と
も
勝
央
中
学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
 

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部 体育祭でのＳＫＮのようす生徒会選挙立ち会い演説会のようす

乗松恵美（声楽／ソプラノ） 泊真美子（ピアノ）
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ

◇畑　屋　野上　雅生（亡母　辰江）

畑屋老人クラブにも

◇黒　坂　元房　伸二（亡母　房子）

高取老人クラブにも

◇曽　井　田　康夫（亡母　嘉子）

曽井老人クラブにも

◇植月中　長船　信夫（亡母　　つき）

◇石　生　大土井紀文（亡母　孝子）

◇植月東　吉川　孝一（亡父　正治）

植月東老人クラブにも

◇勝間田　治郎丸真介（亡母　芦田　延子）

◇豊久田　國政　紀子（亡夫　　）

◇奈義町 （有）宝興産　一般寄付

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国民年金保険料は所得税法及び地方

税法上、健康保険や厚生年金などの社

会保険料を納めた場合と同様に、社会

保険料控除としてその年の課税所得か

ら控除され、税額が軽減されます。

控除の対象となるのは、平成３０年１

月から１２月までに納められた保険料の

全額です。過去の年度分や追納された

保険料も含まれます。

また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族の負担す

べき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料

も合わせて控除が受けられます。

なお、平成３０年中に納付した国民年金保険料につい

て、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確

定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払った

ことを証明する書類の添付が必要となります。

このため、平成３０年１月１日から１０月１日までの間

に国民年金保険料を納付された人には、１１月上旬に日

本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書」が送られますので、申告書の提出の際には必

ずこの証明書または領収証書を添付してください。

（平成３０年１０月２日から１２月３１日までの間に、今年初

めて国民年金保険料を納められた人へは、翌年の２月

上旬に送られます）

詳細・問い合わせ先

津山年金事務所（☎３１−２３６０）

勝央町役場税務住民部年金担当（☎３８−３１１６）

納めた国民年金保険料は

全額が社会保険料控除の対象です。
国
民
年
金

だ
よ
り

勝

央

川

柳

社
　

兼
題
「
風
」

逆
風
を
チ
ã
ン
ス
に
変
え
る
人
の
知
恵

古
山
は
つ
子

賀
状
な
く
風
の
便
り
に
胸
痛
む

有
国
寿
美
枝

生
き
下
手
な
背
へ
励
ま
す
風
の
文
字

山
下
　
恵
子

吹
く
風
の
流
れ
に
乗
c
て
余
生
行
く

横
林
　
和
子

し
あ
わ
せ
の
油
断
を
つ
い
て
す
き
ま
風

西
田
　
俊
吉

旋
風

つ
む
じ
か
ぜ

も
た
つ
く
出
足
促
し
て

横
川
　
　
修

風
向
き
に
合
わ
せ
て
う
ま
く
受
け
答
え

丸
田
美
智
子

風
鈴
の
音
色
打
ち
消
す
蝉
し
ぐ
れ

神
田
チ
ヨ
子

広
戸
風
予
想
は
ず
れ
て
安
堵
す
る

平
井
　
好
子

気
持
ち
よ
い
秋
の
そ
よ
風
今
だ
け
だ

川
上
　
篤
子

平
成
１０
年
に
青
井
先
生
や
片
田
力
さ
ん
に
よ
c

て
立
ち
上
げ
ら
れ
 
今
年
で
２０
年
を
迎
え
ま
す
 

兼
題
や
互
選
題
を
決
め
作
句
し
た
も
の
を
 
月
に

一
度
皆
で
持
ち
寄
り
 
研
賛
し
な
が
ら
評
価
し
て

い
ま
す
 

川
柳
は
 ﹁
江
戸
時
代
よ
り
柄
井
川
柳
に
よ
c
て
短
歌
の
初
旬
︵
五
・

七
・
五
︶
の
み
独
立
さ
せ
 
人
情
 
世
態
 
風
俗
を
詠
み
 
滑
稽
 
風
刺
 

機
知
な
ど
を
特
色
と
し
て
い
る
﹂
と
あ
り
ま
す
 
日
本
古
来
の
言
葉
遊
び

と
し
て
 
残
し
て
行
き
た
い
部
会
で
す
 

近
年
 
便
利
に
な
り
 
豊
か
に
な
c
た
世
の
中
で
 
ち
�
c
と
手
を
止

め
 
足
を
止
め
て
 
言
葉
を
探
し
て
み
る
 
そ
ん
な
生
活
は
い
か
が
で

し
�
う
か
 

次
回
は
１１
月
１１
日
︵
日
︶
に
午
後
１
時
か
ら
公
民
館
で
行
い
ま
す
 
子
ど

も
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
 
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

︵
勝
央
町
文
化
協
会
会
長
　
土
井
満
恵
 
企
画
委
員
　
和
田
房
子
︶
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ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク 勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。

第
１６
回
元
気
に
な
ろ
う
や
フ
§
ス
タ

﹁
将
来
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
勝
央

 
平
成
最
後
に
生
ま
れ
か
わ
るフ

§
ス
タ
 
﹂

▼
日
　
時

１２
月
１
日
︵
土
︶

１２
時
 
１５
時

▼
場
　
所

作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
ラ
ザ

︵
美
作
市
江
見
９
４
４
︶

映
画
﹁
あ
り
が
と
う
 
心
の
病
と
向
き
合

う
人
々
の
映
画
 
﹂
を
上
映
し
ま
す
 

︵
１３
時
１０
分
 
１５
時
︶

※
詳
細
は
 
９
ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

暑
か
c
た
夏
も
 
一
気
に
秋
か
ら
冬
へ
と

向
か
い
 
今
年
も
あ
と
二
カ
月
と
な
り
ま
し

た
 
本
年
は
 
西
日
本
豪
雨
 
北
海
道
地
震

と
今
ま
で
に
な
い
災
害
が
起
こ
り
 
災
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
は
 
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
大
変
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
こ

と
 
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
£
ア
の
私
た

ち
は
 
定
例
の
﹁
が
ん
ば
ろ
う
会
﹂
で
み
ん

な
で
昼
食
を
作
り
ま
す
 
参
加
者
は
お
米
と

自
宅
で
と
れ
た
野
菜
を
持
ち
寄
り
そ
の
季
節

に
合
わ
せ
た
献
立
を
考
え
 
買
い
物
や
調
理

を
し
 
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
す
 

今
年
は
若
い
メ
ン
バ
ü
さ
ん
が
入
ら
れ
 

話
題
も
豊
富
に
な
り
ま
し
た
 
食

事
の
後
 
次
回
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
ま
す
 
聞
く
こ
と
 
話
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
 次

に
年
に
一
度
の
フ
§
ス
タ
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
 
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
勝
央

昨年のフェスタのようす

勸

こ
ん
に
ち
は
 
勝
央
町
健
康
ス
ポ
ü

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
 
今
月
も
イ
ベ
ン
ト
や

教
室
の
紹
介
を
行
い
ま
す
 

︽
こ
ん
な
こ
と
し
ま
し
た
︾

◆
９
月
１２
日
　
体
力
測
定

工
場
公
園
内
企
業
の
︵
株
︶
コ
ニ
Ã
ク

で
体
力
測
定
を
し
ま
し
た
 
５
項
目
の

測
定
を
行
い
参
加
さ
れ
た
社
員
は
 

﹁
昨
年
よ
り
数
値
が
下
が
c
て
い
る
﹂

と
嘆
い
た
り
 
一
方
で
健
康
を
意
識
し

て
運
動
を
さ
れ
て
い
て
 
数
値
が
良
く

な
c
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
 

測
定
後
の
健
康
維
持
の
指
導
も
行

い
 
意
識
し
て
日
常
的
に
運
動
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
 

◆
１０
月
１３
日

︵
株
︶コ
ニ
Ã
ク
ミ
ニ
運
動
会

健
康
ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ
に
企
画
を
依

頼
さ
れ
て
 
毎
年
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
 
年
齢
差
の
な
い
種
目
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

連
発
 
楽
し
く
過
ご
し
て
健
康
維
持
を

目
的
に
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
 

今
年
も
﹁
楽
し
か
c
た
 
疲
れ
た
 
﹂

と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 
ご
依
頼

お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

︽
結
果
の
お
知
ら
せ
︾

◆
第
８
回
　
ふ
れ
あ
い
タ
ü
ゲ
Ã
ト

バ
ü
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
　
勝
　
永
見
　
一
夫
︵
美
作
︶

準
優
勝
　
岡
本
　
保
規
︵
美
作
︶

３
　
位
　
市
江
　
　
保
︵
勝
央
︶

４
　
位
　
岡
田
　
俊
男
︵
勝
央
︶

５
　
位
　
水
島
　
健
治
︵
勝
央
︶

以
上
の
成
績
で
し
た
 

秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
陽
気
の
な

か
で
開
会
式
を
行
い
 
初
め
て
参
加
す

る
人
も
い
て
 
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ü
を
楽
し
み
 
練
習
の
成
果
も
存
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
 

タ
ü
ゲ
Ã
ト
バ
ü

ド
ゴ
ル
フ
は
 
毎
週

月
曜
日
・
金
曜
日
に

緑
地
運
動
公
園
で

行
c
て
い
ま
す
 
参

加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ

☎
３８
ü
７
１
２
３

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

s://w
w
w
.

sh
o
o
-sp

o
rts-

c
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b
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o
m

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り

部
会
紹
介

勝
央
川
柳
社
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未来 ち主役の
た

勝

あ
と
が
き

央
町
役
場
の
花
壇
を
彩
ら
せ
ま
し
た

勝
間
田
高
校

１０
月
４
日
 
勝
間
田

高
校
グ
リ
ü
ン
環
境
科

園
芸
類
型
の
１２
人
が
勝

央
町
役
場
の
花
壇
に
ビ

オ
ラ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
 
１２
人
の
生
徒
は
園

芸
︵
草
花
・
野
菜
︶
を

専
門
に
学
ん
で
お
り
 

草
花
栽
培
の
学
習
の
中

で
７
月
下
旬
に
種
ま
き

を
し
 
８
月
下
旬
に
植

え
替
え
を
し
て
苗
を
育

て
て
き
ま
し
た
 

勝
央
町
役
場
花
壇
の

植
栽
実
習
は
 
平
成
２７

ビオラを植えています

を
よ
い
雰
囲
気
の
中
で
学
ぶ

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
す
 

今
年
は
 
６
月
に
１
年
生

が
熱
い
日
差
し
の
中
 
高
校

生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

の
指
導
の
下
 ﹁
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
植
え
﹂
を
行
い
 
今
 

順
調
に
育
c
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
 
１１
月
５
日
に
は
﹁
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
﹂
を
行
う
予

定
で
す
 

今
後
 
勝
間
田
高
校
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
続
け
な
が

ら
 
現
在
の
受
け
身
の
交
流

を
見
直
す
中
で
 
勝
小
か
ら

勝
高
へ
の
発
信
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
 

親子で心の交流
愛を伝えるには、『１日に１回笑顔
で抱きしめること』が最高の愛情表現
です。
しつけは親の役割ですから
・あいさつと返事は早めに教える
・「ありがとう」の気持ちを表せる子
・「ごめんなさい」を言える子
・衣服の着脱がひとりで出来る子
などの身辺の自立をすすめましょう。
次に、「良く遊ばせましょう」遊び
から得られるものはたくさんありま
す。できればスキンシップを兼ねて
いっしょに身体を動かす遊びをたくさ
んさせましょう。遊び道具を使った後
は「片付ける」習慣が身につきますよ
うに。片付けができるなど、子どもの
良いところを見つけて褒めると子ども
に自信をつけることにつながります。
そして、がまんをすることを教えま
しょう。がまんをすることは、どの子
どもにとっても始めは難しいもので
す。がまんしているところを見つけた
ら、オーバーなくらい褒めてあげま
しょう。
親子の心の交流を大切にして、『お
話し大好きな子』に育てましょう。

（教育委員会）

す
 
実
習
中
 
地
域
の
皆
さ

ん
に
﹁
い
つ
も
き
れ
い
に
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹂
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
 

生
徒
は
地
域
の
役
に
立
c
て

い
る
と
い
う
自
覚
が
芽
生

え
 
そ
の
後
の
学
習
も
よ
り

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
す
 
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
役
場
の
皆
さ
ん
や
 
暖

か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
し

な
が
ら
 
さ
ら
に
草
花
や
野

菜
の
勉
強
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
 

▼
表
紙
は
 
第
３７
回
勝
央
町
金
時
祭
の
餅

投
げ
の
よ
う
す
で
す
 
台
風
な
ど
の
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
 
当
日
は
天
気
が

良
く
 
む
し
ろ
暑
い
中
無
事
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
 

当
初
は
他
の
写
真
を
表
紙
に
考
え
て
い

ま
し
た
が
 
こ
ち
ら
の
写
真
の
皆
さ
ん
の

素
敵
な
笑
顔
を
見
て
 ﹁
特
集
ペ
ü

ジ
に

留
め
て
お
く
の
は
も
c
た
い
な
い
﹂
と
思

い
 
急
遽
表
紙
に
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
 

ま
た
 
金
時
祭
な
の
で
 
も
ち
ろ
ん
き

ん
と
く
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
大
活

躍
！
お
ち
�
め
な
姿
に
メ
ロ
メ
ロ
で
し

た
 

人　口１１，１００人
（＋１２）

男　５，３７９人
女　５，７２１人

世帯数 ４，５５７世帯
（＋８）

※（ ）内は前月比

世帯数

と

人 口
平成３０年１０月１日現在
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

24

年
か
ら
始
ま
c
た
取
り
組
み

で
す
 
毎
年
 
園
芸
類
型
の

生
徒
は
 
自
分
た
ち
が
育
て

た
花
苗
を
春
と
秋
の
２
回
植

栽
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

小
・
勝
高
の
交
流

〜
勝
間
田
高
校
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
〜

勝
間
田
小
学
校

勝

勝高生に教わりながら苗を植えるようす

本
校
で
は
 
毎
年
勝
間
田

高
校
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
交
流
学
習
を

行
c
て
い
ま
す
 

内
容
は
 
１
年
生
の
﹁
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
﹂﹁
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
﹂ 
５
年
生

の
演
習
林
︵
加
茂
町
倉
見
︶

で
の
﹁
森
林
体
験
交
流
学

習
﹂
 
６
年
生
の
﹁
ク
Ã

キ
ü
作
り
﹂
な
ど
で
す
 
ま

た
 
昨
年
度
か
ら
６
年
生
は

芸
術
鑑
賞
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
 

高
校
生
が
優
し
く
丁
寧
に

指
導
し
て
く
だ
さ
り
 
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

Ｃ


